
JP 2009-169051 A5 2011.2.24

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年2月24日(2011.2.24)

【公開番号】特開2009-169051(P2009-169051A)
【公開日】平成21年7月30日(2009.7.30)
【年通号数】公開・登録公報2009-030
【出願番号】特願2008-6535(P2008-6535)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  15/20    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  13/18    　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月11日(2011.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
物体側より像側へ順に、負の屈折力の第１レンズ群、正の屈折力の第２レンズ群、１以上
のレンズ群を含む後群を有し、各レンズ群の間隔を変化させてズーミングを行うズームレ
ンズにおいて、フォーカスに際して互いに独立して移動する第１のフォーカス群と第２の
フォーカス群を有し、前記第２のフォーカス群は正レンズと負レンズを各々１以上有して
おり、前記第２のフォーカス群の負レンズの材料のアッベ数の平均値をνＮ２、前記第２
のフォーカス群の正レンズの材料のアッベ数の平均値をνＰ２とし、前記第１のフォーカ
ス群のみで無限遠物体から至近距離物体へのフォーカシングを行なった際の無限遠物体で
のｇ線の結像位置に対する至近距離物体でのｇ線の結像位置が画面周辺から画面中心へと
変化するときをΔｇ＝１、画面中心から画面周辺へと変化するときをΔｇ＝２、前記第２
のフォーカス群が無限遠物体から至近距離物体へフォーカスする際に像側から物体側へ移
動するときをΔＸ２＝１、物体側から像側へ移動するときをΔＸ２＝２としたとき、
（－１）Δｇ×（νＮ２－νＰ２）×（－１）ΔＸ２　＞　０
なる条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
【請求項２】
物体側より像側へ順に、負の屈折力の第１レンズ群、正の屈折力の第２レンズ群、１以上
のレンズ群を含む後群を有し、各レンズ群の間隔を変化させてズーミングを行うズームレ
ンズにおいて、フォーカスに際して互いに独立して移動する第１のフォーカス群と第２の
フォーカス群を有し、前記第１、第２のフォーカス群はいずれも正レンズと負レンズとを
各々１以上有しており、前記第１のフォーカス群の負レンズの材料のアッベ数の平均値を
νＮ１、前記第１のフォーカス群の正レンズの材料のアッベ数の平均値をνＰ１とし、前
記第２のフォーカス群の負レンズの材料のアッベ数の平均値をνＮ２、前記第２のフォー
カス群の正レンズの材料のアッベ数の平均値をνＰ２とし、前記第１のフォーカス群が無
限遠物体から至近距離物体へフォーカスする際に像側から物体側へ移動するときをΔＸ１
＝１、物体側から像側へ移動するときをΔＸ１＝２、前記第２のフォーカス群が無限遠物
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体から至近距離物体へフォーカスする際に像側から物体側へ移動するときをΔＸ２＝１、
物体側から像側へ移動するときをΔＸ２＝２、無限遠物体から至近距離物体へフォーカス
する際に前記第１のフォーカス群と前記第２のフォーカス群が光軸上を同じ方向に移動す
るときをΔｈ１＝２、光軸上を逆方向に移動するときをΔｈ１＝１とおいたとき、
（－１）ΔＸ１×（－１）Δｈ１×（νＮ１－νＰ１）×（νＮ２－νＰ２）×（－１）
ΔＸ２　＜　０
なる条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
【請求項３】
物体側より像側へ順に、負の屈折力の第１レンズ群、正の屈折力の第２レンズ群、負の屈
折力の第３レンズ群、正の屈折力の第４レンズ群を有し、各レンズ群の間隔を変化させて
ズーミングを行うズームレンズにおいて、前記第３レンズ群は負の屈折力の第３ａレンズ
群と負の屈折力の第３ｂレンズ群とを有し、前記第３ｂレンズ群は正レンズと負レンズを
有しており、フォーカスに際して互いに独立して移動する第１のフォーカス群と第２のフ
ォーカス群を有し、前記第３ｂレンズ群は前記第２のフォーカス群を構成しており、ｉを
物体側から数えたレンズ群の順番とし、広角端と望遠端における第ｉレンズ群と第ｉ＋１
レンズ群の空気間隔を各々Ｄｉｗ、Ｄｉｔ、前記第２のフォーカス群を構成する負レンズ
の材料のアッベ数の平均値をνＮ２、前記第２のフォーカス群を構成する正レンズの材料
のアッベ数の平均値をνＰ２とし、前記第１のフォーカス群のみで無限遠物体から至近距
離物体へのフォーカシングを行なった際の無限遠物体でのｇ線の結像位置に対する至近距
離物体でのｇ線の結像位置が画面周辺から画面中心へと変化するときをΔｇ＝１、画面中
心から画面周辺へと変化するときをΔｇ＝２、前記第２のフォーカス群が無限遠物体から
至近距離物体へフォーカスする際に像側から物体側へ移動するときをΔＸ２＝１、物体側
から像側へ移動するときをΔＸ２＝２とおいたとき、
Ｄ１ｗ　＞　Ｄ１ｔ
Ｄ２ｗ　＜　Ｄ２ｔ
Ｄ３ｗ　＞　Ｄ３ｔ
（－１）Δｇ×（νＮ２－νＰ２）×（－１）ΔＸ２　＞　０
なる条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
【請求項４】
物体側より像側へ順に、負の屈折力の第１レンズ群、正の屈折力の第２レンズ群、負の屈
折力の第３レンズ群、正の屈折力の第４レンズ群を有し、各レンズ群の間隔を変化させて
ズーミングを行うズームレンズにおいて、前記第３レンズ群は負の屈折力の第３ａレンズ
群と負の屈折力の第３ｂレンズ群とを有し、前記第３ｂレンズ群は正レンズと負レンズを
有しており、フォーカスの際に互いに独立して移動する第１のフォーカス群と第２のフォ
ーカス群を有し、前記第３ｂレンズ群は前記第２のフォーカス群を構成しており、ｉを物
体側から数えたレンズ群の順番とし、広角端と望遠端における第ｉレンズ群と第ｉ＋１レ
ンズ群の空気間隔を各々Ｄｉｗ、Ｄｉｔ、前記第１のフォーカス群が無限遠物体から至近
距離物体へフォーカスする際に像側から物体側へ移動するときをΔＸ１＝１、物体側から
像側へ移動するときをΔＸ１＝２、前記第２のフォーカス群が無限遠物体から至近距離物
体へフォーカスする際に像側から物体側へ移動するときをΔＸ２＝１、物体側から像側へ
移動するときをΔＸ２＝２、前記第１のフォーカス群を構成する負レンズの材料のアッベ
数の平均値をνＮ１、前記第１のフォーカス群を構成する正レンズの材料のアッベ数の平
均値をνＰ１とし、前記第２のフォーカス群を構成する負レンズの材料のアッベ数の平均
値をνＮ２、前記第２のフォーカス群を構成する正レンズの材料のアッベ数の平均値をν
Ｐ２とし、無限遠物体から至近距離物体へフォーカスする際に前記第１のフォーカス群と
前記第２のフォーカス群が光軸上を同じ方向に移動するときをΔｈ１＝２、光軸上を逆方
向に移動するときをΔｈ１＝１とおいたとき、
Ｄ１ｗ　＞　Ｄ１ｔ
Ｄ２ｗ　＜　Ｄ２ｔ
Ｄ３ｗ　＞　Ｄ３ｔ
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（－１）ΔＸ１×（－１）Δｈ１×（νＮ１－νＰ１）×（νＮ２－νＰ２）×（－１）
ΔＸ２　＜　０
なる条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
【請求項５】
前記第３レンズ群と前記第３ｂレンズ群の焦点距離を各々ｆ３、ｆ３ｂとするとき、
０．１　　＜　ｆ３／ｆ３ｂ　＜　０．５
なる条件式を満足することを特徴とする請求項３又は４に記載のズームレンズ。
【請求項６】
前記第１、第２、第３レンズ群の焦点距離を順にｆ１、ｆ２、ｆ３、広角端と望遠端にお
ける全系の焦点距離を各々ｆｗ、ｆｔとするとき、
０．７＜｜ｆ１｜／√（ｆｗ・ｆｔ）＜１．２
０．５＜ｆ２／√（ｆｗ・ｆｔ）＜１
０．６＜｜ｆ３｜／√（ｆｗ・ｆｔ）＜１
なる条件式を満足することを特徴とする請求項３乃至５のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項７】
前記第４レンズ群の像側に、ズーミングに際して移動する負の屈折力の第５レンズ群と、
ズーミングに際して不動の正の屈折力の第６レンズ群を有しており、前記第５レンズ群は
前記第１のフォーカス群を構成していることを特徴とする請求項３乃至６のいずれか１項
のズームレンズ。
【請求項８】
前記第１レンズ群は第１のフォーカス群を構成していることを特徴とする請求項３乃至６
のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項９】
前記第１レンズ群は負の屈折力の第１ａレンズ群と負の屈折力の第１ｂレンズ群を有し、
該第１ｂレンズ群は前記第１のフォーカス群を構成していることを特徴とする請求項３乃
至６のいずれか１項のズームレンズ。
【請求項１０】
請求項１から９のいずれか１項のズームレンズと、該ズームレンズによって形成された像
を受光する固体撮像素子を有することを特徴とする撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　ネガティブリード型のズームレンズとして、物体側から像側へ順に少なくとも負、正、
負、正の屈折力の４つのレンズ群を有するズームレンズが知られている（特許文献１～３
）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本発明のズームレンズは、物体側より像側へ順に、負の屈折力の第１レンズ群、正の屈
折力の第２レンズ群、１以上のレンズ群を含む後群を有し、各レンズ群の間隔を変化させ
てズーミングを行うズームレンズにおいて、フォーカスに際して互いに独立して移動する
第１のフォーカス群と第２のフォーカス群を有し、前記第２のフォーカス群は正レンズと
負レンズを各々１以上有しており、前記第２のフォーカス群の負レンズの材料のアッベ数
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の平均値をνＮ２、前記第２のフォーカス群の正レンズの材料のアッベ数の平均値をνＰ
２とし、前記第１のフォーカス群のみで無限遠物体から至近距離物体へのフォーカシング
を行なった際の無限遠物体でのｇ線の結像位置に対する至近距離物体でのｇ線の結像位置
が画面周辺から画面中心へと変化するときをΔｇ＝１、画面中心から画面周辺へと変化す
るときをΔｇ＝２、前記第２のフォーカス群が無限遠物体から至近距離物体へフォーカス
する際に像側から物体側へ移動するときをΔＸ２＝１、物体側から像側へ移動するときを
ΔＸ２＝２としたとき、
（－１）Δｇ×（νＮ２－νＰ２）×（－１）ΔＸ２　＞　０
なる条件式を満足することを特徴としている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
０．７＜｜ｆ１｜／√（ｆｗ・ｆｔ）＜１．２　　　・・・（４）
０．５＜ｆ２／√（ｆｗ・ｆｔ）＜１　　　　　　　・・・（５）
０．６＜｜ｆ３｜／√（ｆｗ・ｆｔ）＜１　　　　　・・・（６）
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
０．７５＜｜ｆ１｜／√（ｆｗ・ｆｔ）＜１．１０　　　・・・（４ａ）
０．６＜ｆ２／√（ｆｗ・ｆｔ）＜０．９　　　　　　　・・・（５ａ）
０．７０＜｜ｆ３｜／√（ｆｗ・ｆｔ）＜０．９５　　　・・・（６ａ）
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２６】
　又、第１レンズ群Ｌ１の物体側又は最終レンズ群の像側の少なくとも一方にコンバータ
ーレンズやアフォーカルレンズ群等の屈折力のあるレンズ群が位置していても良い。
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